
の
二
教
育
家
を
と
り
上
げ
、
彼
等
の
数
育
方
針
が
肉
確
…
精
騨
別
面
の
鍛
錬
に

あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
教
育
に
於
け
る
綜
合
統
一
を
考
へ
た
黙
に
申
世
と

は
全
く
㍗
魯
愚
な
薪
な
斯
岸
的
な
教
育
湖
黙
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
個
人
感

情
、
及
び
個
性
の
襲
展
に
は
意
義
潔
い
竜
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
更
に
寓
暮
器
。

摺
9
ぎ
博
論
が
教
育
は
就
會
に
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
修
道
僧
や

隠…

ﾒ
の
如
き
孤
猫
生
活
を
排
し
た
こ
と
に
就
て
述
べ
て
み
る
、
か
く
の
ご
と

く
0
9
窪
ρ
ω
藁
寅
の
研
究
を
見
る
時
我
々
は
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
が
す
で
に
こ

れ
等
の
黙
を
正
し
く
把
握
し
て
み
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
最
後
に
ル
ネ
サ
ン
ス
は
宗
教
的
な
る
か
ど
5
か
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
進
行
と

共
に
宗
教
は
瓢
㌶
5
－
島
。
冨
φ
窪
讐
o
七
日
よ
り
男
麺
9
冨
置
昌
器
と
な
っ
た
）

ル
ネ
サ
ン
ス
に
於
て
生
活
や
世
界
の
斯
岸
性
、
内
在
性
が
強
調
さ
れ
る
か
ぎ

の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
同
様
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
非
宗
教
性
を
主
張
せ
ね
ば
な
ら
な

い
Q
た
と
へ
ば
切
。
。
露
8
M
o
の
立
場
は
薦
の
基
督
者
の
口
数
「
般
の
堕
落
に

議
す
る
反
抗
で
も
、
亦
、
粗
野
な
官
能
性
の
解
放
で
も
な
く
、
そ
れ
は
最
早

基
督
漕
な
ら
ざ
る
春
の
優
越
的
な
笑
ひ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
U
。
器
壽
。

試
。
費
9
膨
。
二
三
目
P
三
目
一
〇
。
・
8
u
鑑
営
田
p
・
＜
①
同
鐸
O
a
。
o
貯
銭
凶
鼠
に
乾
て
も
見

ら
れ
る
も
の
で
彼
等
は
い
つ
れ
も
宗
教
に
は
無
關
心
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
筆
者
は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
起
源
探
究
者
の
立
場
に
貸
し
、
個
人

主
義
と
宗
教
性
の
問
題
に
よ
っ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
の
起
源
追
究
及
び
宗
教
性
の

強
調
に
反
卜
し
一
般
に
イ
タ
リ
ヤ
ル
ネ
サ
ソ
ス
研
究
界
の
研
究
角
度
を
述
べ

た
。
内
容
に
撃
て
特
に
曇
れ
た
見
解
も
見
當
ら
な
い
が
イ
タ
リ
や
墨
・
界
が
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
の
立
場
に
強
固
な
基
礎
を
置
い
て
み
る
こ
と
を
述
べ
て
み
る
黙

に
興
昧
が
引
か
れ
る
次
第
で
あ
る
。

紹

介

　
街
園
の
問
題
で
は
あ
る
が
筆
嚢
が
源
頭
の
註
の
申
に
ノ
く
駐
の
の
論
文
の
正

當
な
る
こ
と
を
評
し
た
後
、
美
術
史
の
領
域
に
於
て
要
當
な
り
と
云
っ
て
こ

れ
を
直
ち
に
時
代
一
般
に
鑛
籍
し
て
考
案
す
る
軽
挙
に
つ
い
て
寿
齢
8
艮
。
の

藝
術
と
そ
の
時
代
の
世
界
磯
に
つ
い
て
の
べ
、
，
更
に
O
揖
弩
0
8
暮
。
後
牛
イ

タ
リ
や
美
術
…
に
於
け
る
最
後
の
ゴ
ー
テ
ィ
ク
的
潮
流
の
事
序
を
以
て
直
ち
に

℃
巳
9
切
。
㌶
乙
。
掛
臥
9
肺
。
等
の
男
律
Φ
愚
o
o
搾
鱒
の
隆
盛
の
事
實
と
關
聯
せ

し
め
る
こ
と
を
排
し
、
ヵ
葺
①
超
。
ω
二
犀
は
、
申
世
的
徳
統
に
よ
っ
て
起
つ
た
の

で
は
な
く
全
く
新
し
い
精
瀞
を
以
て
起
つ
た
も
の
で
》
コ
け
…
σ
Q
o
3
0
げ
で
あ
り
、

か
く
ル
ネ
サ
ン
ス
に
は
多
く
の
艶
行
現
象
の
有
す
る
事
を
旛
堅
し
て
る
る
の

は
注
要
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
　
（
U
・
9
8
冨
く
曾
い
　
羅
陣
。
養
偉
二
三
。
・
m
・
億
・

O
①
響
窃
σ
Q
Φ
ω
。
げ
．
ぢ
ω
い
出
・
津
ω
）
〔
藤
見
〕

　
　
　
　
○
コ
ー
ル
交
通
及
び
聚
落
と
地
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
川
康
一
解
詮

　
］
．
・
Q
●
囚
〇
三
願
昌
o
Q
。
L
H
c
。
M
◎
。
の
U
興
く
①
爵
ω
主
導
臼
象
。
穿
。
・
葛
布
①
定
夷
ω
ロ

号
門
試
ω
房
魯
2
冒
一
葦
興
象
犀
購
ロ
σ
Q
貫
建
仁
く
g
創
霞
O
霧
櫛
巴
伸
琴
σ
q
山
醇
国
学

（
ご
び
巽
勲
。
冨
］
）
器
巴
里
H
Q
。
禽
は
聚
落
地
理
乃
至
交
蓮
地
理
の
退
潮
あ
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
と
し
て
現
代
に
於
て
も
、
そ
の
償
値
を
失
は
ず
、
こ
の
方
面
の
著

述
の
胃
頭
に
常
に
引
用
さ
る
x
腱
で
あ
る
。
併
し
種
本
は
約
百
年
前
の
出
版

に
係
る
爲
今
目
で
は
殆
ん
ど
稀
蜘
…
書
の
部
類
に
糊
し
、
之
を
披
見
し
得
る
便

宜
は
少
く
、
例
へ
原
書
に
就
き
得
た
り
と
す
る
も
、
多
く
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
が

さ
う
で
あ
る
如
く
、
毘
大
、
難
醒
で
あ
っ
て
、
之
を
華
甲
し
て
そ
の
岐
髄
を
把

握
す
る
事
は
容
易
で
な
い
。
名
古
屋
高
商
教
授
淡
…
川
康
田
楽
は
既
に
経
濟
地

第
こ
十
｛
巻
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一
號
　
　
二
〇
一
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理
、
交
通
地
理
に
繭
す
る
概
論
を
上
梓
さ
れ
て
鷹
り
、
稀
に
見
る
篤
學
の
中

堅
地
理
學
者
で
あ
る
が
隔
先
づ
コ
ー
ル
を
全
寵
し
し
か
る
後
に
コ
ー
ル
の
綱
蜘

特
な
る
部
分
を
生
か
し
つ
』
、
章
節
を
整
理
爾
配
列
し
て
我
々
に
略
親
み
易

き
俗
解
叢
書
を
も
の
さ
れ
た
の
で
あ
る
り
外
國
書
の
蘇
課
は
、
あ
ら
ゆ
る
場

合
に
全
訳
が
優
れ
る
も
の
と
は
考
へ
難
く
、
本
書
の
如
き
贈
…
裁
を
と
る
事
も

大
い
に
意
義
が
あ
る
事
と
思
ふ
）
地
名
に
原
語
を
反
復
註
記
さ
れ
て
み
る

が
、
之
ほ
一
圃
に
し
て
、
後
出
の
も
の
は
肥
取
さ
れ
て
も
よ
か
ら
う
。
又

H
養
魚
。
ぎ
津
は
景
鯉
と
繹
す
よ
り
も
地
方
と
云
ふ
意
昧
が
よ
吻
愛
甲
な
る
場

合
が
≡
二
ヶ
所
あ
る
様
で
あ
る
。

　
コ
ー
ル
は
、
地
球
上
の
沓
種
の
地
形
を
圓
、
正
方
形
、
正
三
角
形
、
楕
圓
．

形
、
準
行
四
墨
形
等
の
幾
何
塵
境
園
庭
に
澱
堆
し
て
、
種
々
の
要
件
を
與
ふ

る
事
に
よ
り
、
そ
こ
に
起
の
得
べ
き
交
通
路
と
そ
の
結
節
黙
に
現
は
れ
る
聚

落
上
に
就
き
考
察
し
、
交
通
型
、
聚
落
型
の
問
題
を
取
扱
っ
た
Q
然
る
後
現

在
の
世
界
に
あ
て
は
め
て
彼
の
原
則
の
適
用
例
を
示
し
た
Q
そ
の
原
劉
は
著

し
く
形
式
に
流
れ
、
繁
灘
に
陥
る
樵
…
あ
り
と
は
云
へ
、
そ
の
墓
本
四
な
部
分
は

承
認
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
以
下
興
昧
あ
る
例
謹
の
こ
三
を
紹
介
す

れ
ば
、
中
央
に
最
高
轍
を
有
す
る
圓
錐
形
の
山
地
に
あ
っ
て
は
、
聚
落
は
降

心
圓
的
に
護
生
し
、
山
麓
の
も
の
程
人
口
が
大
で
あ
る
と
し
て
ハ
ル
ツ
山
賑

を
繁
げ
て
る
る
、
又
盆
地
の
場
合
に
は
そ
の
蓮
で
あ
る
と
し
て
プ
ラ
ー
グ
を

中
心
と
す
る
ボ
へ
、
ミ
ヤ
盤
地
を
例
示
し
て
み
る
。
石
橋
飾
士
は
九
州
の
入
口

地
理
的
考
察
に
於
て
、
臨
東
牛
島
を
前
者
の
例
、
竹
田
及
都
之
城
盆
地
を
後

嚢
の
例
と
し
て
極
め
て
興
昧
深
き
鐸
明
を
與
へ
ら
れ
た
事
が
あ
る
。
湖
水
の

楕
圓
形
の
も
の
に
あ
っ
て
は
長
勅
の
爾
端
に
主
娑
聚
落
が
現
れ
る
と
し
、
ス

第
二
十
ら
谷
　
第
り
號
　
　
　
二
〇
二

イ
ス
や
ス
ウ
ィ
！
デ
ン
の
諸
湖
を
墨
け
た
。
我
が
琵
琶
湖
に
於
け
る
大
津
の

位
置
も
之
に
客
窓
す
る
も
の
で
あ
ら
5
。
叉
地
中
海
を
も
楕
環
形
の
内
海
と
，

し
て
論
じ
、
斯
く
の
如
き
大
地
形
に
於
て
は
塩
売
上
置
も
恵
ま
れ
た
地
鮎
を

オ
罪
す
る
よ
り
も
地
帯
を
考
察
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
オ
リ
エ
ン
ト
地
方
が

古
代
中
世
に
占
め
た
地
位
を
述
べ
、
叉
ア
ド
リ
や
海
鞘
の
諸
港
及
カ
ル
タ
ゴ

を
短
軸
の
薦
端
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
み
る
。
我
が
獺
戸
内
海

に
於
け
る
大
阪
灘
爆
地
幣
は
あ
だ
か
も
地
中
海
に
於
け
る
オ
リ
エ
ン
ト
の
位

置
に
あ
る
、
尾
道
港
は
丁
変
内
海
の
中
央
に
あ
る
と
云
ふ
如
き
事
が
直
ち
に

思
ひ
合
さ
れ
る
Q
本
書
は
斯
く
の
如
く
翠
に
交
通
、
聚
落
地
理
の
み
な
ら
ず

歴
史
地
理
に
と
っ
て
・
も
極
め
て
示
唆
に
窟
む
・
も
の
で
あ
る
Q
　
（
下
版
U
九
二

頁
、
定
償
戴
圓
滲
拾
銭
、
古
今
書
院
乱
行
）
　
〔
米
倉
）

（　20．o　）


